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   図１のような平均半径 mr （＝３００ｍｍ）、板厚ｔ（＝１ｍｍ）からなる円筒が、対称に６個の

薄型材（例題１．１の形状寸法）で補強され、この補強円筒殻に曲げモーメント zM （＝１×
810 N・

mm）が作用した場合の曲げ応力を求めてみる。 
 
 

① A1 と A４を求める。 
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図１ 補強円筒 
 



② A2 と A3 と A5 と A6 を求める。 
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   °= 30θ を代入する。 
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③ 円筒殻だけの断面二次モーメント 
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となる。全体の断面二次モーメントは、これらの和となる。 
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最大および最小曲げモーメントは 
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